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ついて、統一的かつ総合的に調査した調査研究であり、非降水エコーの利用に関して、その有効性と

限界についての基本的事項を明らかにしたことは、非常に有意義な研究であると評価する。また、研

究体制における気象研を中心とした連携も高い評価の対象となる。 
 研究目標のうちの「トレーサーとしての精度評価」が、事例を取れなかったため達成されておらず、

事前の目標設定の検討が不十分であったのではないか。強風時は出現頻度が低いという結果から、ど

の程度航空機の安全運航に活用可能か更に見定める必要があるが、航空機の安全運行はもとより運航

の快適性にも資する研究と考えられ、航空気象業務からのニーズに応えるポテンシャルを持つ重要な

研究と考える。積み残してしまった「トレーサーとしての精度評価」が実現できるよう今後の研究へ

の取り組みを期待する。 
 本研究の成果は学術的にも価値が高いので、できるだけサーキュレーションのよい報告物、たとえ

ば日本気象学会誌「天気」の「調査ノート」などに掲載することが望ましい。また、国際会議で評価

を得られたとのことから、併せて論文の完成も期待したい。 
 今後、後継の研究が実現される場合は、次の点にも考慮して取り組まれると良いと考えられる。 
・事例が蓄積できた時、非降水エコーには風向・風速にトレーサーの対気速度が被さっているので、

ACARS と一致することに拘りすぎず晴天乱気流の探知に活用できるかの視点で精度評価に取り

組むこと。 
・ACARS だけでなく非降水エコーの発現と近い時刻のラジオゾンデデータやウィンドプロファイ

ラデータ、毎時大気解析データと比較することで一定の精度評価が可能と考えられる。 
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３．研究評価 

 
３．１．気象研究所評議委員会 

 
役割 

 気象研究所評議委員会は、気象研究所長に対し「気象研究所の長期研究計画の策定に関する助言」

及び「気象研究所が実施する研究課題の評価に関する報告」を行うため、平成 7 年 12 月に設置さ

れた委員会であり、気象業務に関する研究について広く、かつ高い見識を有する研究所外の外部有

識者により構成されている。 
 また、特別研究費ならびに気候変動予測研究費による研究課題（特別研究）の外部評価を実施す

るため、評価対象となる研究の分野にあわせ、評議委員の中から「気象研究所評価委員会」の委員

を選出して外部評価を実施している。 
 

平成 20 年度気象研究所評議委員名簿（所属、役職等は平成 20 年 4 月 1 日現在。五十音順、敬称略） 
委員長 田中正之  東北大学 名誉教授 
委 員 蒲生俊敬  東京大学海洋研究所 教授 
    小泉尚嗣  （独）産業技術総合研究所 地質情報研究部門 地震地下水研究グループ長 
    小室広佐子 東京国際大学 国際関係学部 准教授 
    佐藤 薫  東京大学大学院理学系研究科 教授 
    田中 佐  山口大学大学院理工学研究科 教授 
    泊 次郎  元 朝日新聞社 編集委員 
    中島映至  東京大学 気候システム研究センター長 
    古川信雄  （独）建築研究所 国際地震工学センター長 
    松山優治  東京海洋大学 海洋科学部長 
    安成哲三  名古屋大学 地球水循環研究センター 教授 
    渡辺秀文  東京大学 地震研究所 教授 
    岩崎俊樹  東北大学大学院理学研究科 教授   （平成 20 年 11 月～） 
    木村富士男 筑波大学大学院生命環境科学研究科 教授   （平成 20 年 11 月～） 
    藤吉康志  北海道大学低温科学研究所 教授   （平成 20 年 11 月～） 
 

 
平成 20 年度の開催状況 

 平成 20 年度は、次のとおり第 28 回～第 29 回の評議委員会を開催した。このうち、第 28 回は

東京で開催し、第 29 回については書面開催とした。 
・第 28 回評議委員会 平成 20 年 9 月 29 日 
・第 29 回評議委員会 平成 21 年 3 月 25 日（書面） 

 
第 28 回評議委員会 

日 時： 平成 20 年 9 月 29 日（月） 13:30～15:30 
場 所： 気象庁 5 階 大会議室 
出席者 
（評議委員） 
  田中正之 委員長、蒲生俊敬 委員、小室広佐子 委員、佐藤 薫 委員 

田中 佐 委員、泊 次郎 委員、古川信雄 委員、松山優治 委員、 
安成哲三 委員、渡辺秀文 委員 

 
（気象研究所） 
  気象研究所長、企画室長、研究評価官、総務部長、各研究部長（7 名）、他関係官 
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3. 研究評価                                    3.1. 気象研究所評議委員会 

議事次第 
（１）気象研究所長挨拶 
（２）気象研究所評議委員会 委員長挨拶 
（３）議題 1：独立行政法人気象研究所における研究の実施について（説明） 
（４）議題 2：独立行政法人の気象研究所の中期目標期間の研究課題の評価について（説明） 
（５）議題 3：重点的に実施すべき研究課題の事前評価実施について（協議） 
（６）議題 4：評価委員会の選出について（協議） 
（７）その他 
 
会議経過 

・議題 1 では、平成 21 年度に予定されている独立行政法人化における気象研究所の研究の実施

について、特に重点的に実施すべきと考える研究の目標設定の考え方について説明した。 
・議題 2 では、平成 21 年度から概ね 5 年間を独立行政法人化後の中期目標の期間と想定し、重

点的に実施すべきと考える研究課題について、評議委員会の下で行う評価委員会において評価

を行うという、基本的な方針を説明した。 
・議題 3 では、評価委員会で行う、研究課題の事前評価について、実施体制、評価手順、評価票

の書式等について協議し、委員からご助言を受けた。 
・議題 4 では、重点研究課題の事前評価を実施する評価委員会の委員の選出について協議を行っ

た。3 つの分科会を設けるとともに、予報分野の分科会には新たな評価委員として専門家を数

人補充することを検討することとした。 
 

第 29 回評議委員会（書面開催） 
報 告 日：平成 21 年 3 月 25 日 
評議委員：田中正之 委員長、蒲生俊敬 委員、小泉尚嗣 委員、小室広佐子 委員、 

佐藤 薫 委員、田中 佐 委員、泊 次郎 委員、中島映至 委員、 
古川信雄 委員、松山優治 委員、安成哲三 委員、渡辺秀文 委員 
岩崎俊樹 委員、木村富士男 委員、藤吉康志 委員 

 
議事次第 

議題 1：重点的に実施すべき研究課題の事前評価結果について（報告） 
 ・独立行政法人化を見据え、今後 5 年間で重点的に実施すべき研究課題について、気象研究所評

価委員会分科会（予報分科会、地震火山分科会、地球環境・気候分科会）より事前評価の総合

評価をいただいたので、評議委員会へ報告を行った。 
 

3. 研究評価                                    3.2. 気象研究所評価委員会 

３．２．気象研究所評価委員会 

 
役割 

 気象研究所評価委員会は、気象研究所の実施する研究課題の外部評価を行うために設置さ

れている委員会である。評価委員会の構成員は、評価の対象となる研究課題に応じて、気象

研究所評議委員から選出される。 
 

開催状況 

 平成 20 年度は、第 28 回評議委員会で、外部評価の対象とした研究課題の事前評価につい

て、評議委員会の審議を踏まえ、評価委員会の予報分科会、地震火山分科会、地球環境・気

候分科会を各 1 回開催し、計 22 課題を評価した。各分科会の開催については下記の通り。 
 

 

評価委員会（予報分科会） 

日 時： 平成 21 年 1 月 26 日（月） 13:30～16:30 
場 所： 気象庁 5 階 大会議室 
出席者： 
（評価委員） 
  田中正之 委員長、岩崎俊樹 委員、小室広佐子 委員、佐藤 薫 委員、藤吉康志 委員 
 
（気象研究所） 
  気象研究所長、企画室長、研究評価官、予報研究部長、物理気象研究部長、気象衛星・

観測システム研究部長、他関係官 
 
議事次第 
（１）気象研究所長挨拶 
（２）評価委員長挨拶 
（３）事前評価資料の説明・質疑応答 
（４）今後の予定について 
（５）その他 
 

事前評価 

 次世代非静力学気象予測モデルの開発やメソスケールデータ同化とアンサンブル予報に

関する研究、衛星サウンダの数値予報モデルでの利用技術に関する研究、等の 6 課題につ

いて評価を行い、いずれも計画の修正は必要なく、実施すべきとの評価をいただいた。 
 

 
評価委員会（地震火山分科会） 

日 時： 平成 21 年 1 月 30 日（金） 13:30～16:30 
場 所： 気象研究所 第一共用室 
出席者： 
（評価委員） 
  古川俊雄 分科会長、小泉尚嗣 委員、泊 次郎 委員、渡辺秀文 委員 
 
（気象研究所） 
  気象研究所長、企画室長、研究評価官、地震火山研究部長、他関係官 
 
議事次第 
（１）気象研究所長挨拶 
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事前評価 

 次世代非静力学気象予測モデルの開発やメソスケールデータ同化とアンサンブル予報に

関する研究、衛星サウンダの数値予報モデルでの利用技術に関する研究、等の 6 課題につ

いて評価を行い、いずれも計画の修正は必要なく、実施すべきとの評価をいただいた。 
 

 
評価委員会（地震火山分科会） 

日 時： 平成 21 年 1 月 30 日（金） 13:30～16:30 
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出席者： 
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3. 研究評価                                    3.2. 気象研究所評価委員会 

（２）分科会長挨拶 
（３）事前評価資料の説明・質疑応答 
（４）今後の予定について 
（５）その他 
 

事前評価 

 緊急地震速報高度化のための震度等の予測の信頼性向上技術の開発については、社会的

要請及び緊急性が高いので研究期間の短縮を行い、実施すべきとの評価をいただいた。そ

の他 5 課題は計画の修正は必要なく、実施すべきとの評価をいただいた。 
 

 
評価委員会（地球環境・気候分科会） 

日 時： 平成 21 年 2 月 3 日（火） 10:30～16:30 
場 所： 東京管区気象台 第一会議室 
出席者： 
（評価委員） 
  田中正之 委員長、蒲生俊敬 委員、田中 佐 委員、中島映至 委員、松山優治 委員 
 
（気象研究所） 
  気象研究所長、企画室長、研究評価官、予報研究部長、気候研究部長、物理気象研究部

長、環境・応用気象研究部長、海洋研究部長、地球化学研究部長、他関係官 
 
議事次第 
（１）気象研究所長挨拶 
（２）評価委員長挨拶 
（３）事前評価資料の説明・質疑応答 
（４）今後の予定について 
（５）その他 
 

事前評価 

 全球大気海洋結合モデルを用いた季節予測システムの開発、海洋環境の予測技術の開発、

IPCC に関わる地球温暖化予測に関する研究、等の 10 課題について評価を行い、いずれ

も計画の修正は必要なく、実施すべきとの評価をいただいた。 
 
 

 

 

 

4. 刊行物・主催会議等                                      4.1. 刊行物 

 

４．刊行物・主催会議等 

 
気象研究所の研究成果は、気象庁の業務に活用されるほか、研究所の刊行物、研究成果発表会などを

通じて社会に還元している。 
また、関連する学会や学会誌などで発表することにより、科学技術の発展に貢献している。 

 
４.１.刊行物 

 

気象研究所研究報告（Papers in Meteorology and Geophysics） 

 研究成果の学術的な公表を目的とした季刊の論文誌(ISSN 0031-126X)。 
 気象研究所職員及びその共同研究者による原著論文、短報及び総論（レビュー）

を掲載している。主な配布先は、国の内外の研究機関・大学、気象官署などで、

国立国会図書館でも閲覧することができる。 
平成 17 年度からは 独立行政法人 科学技術振興機構が運営する科学技術情

報発信・流通総合システム“J-STAGE”に登録し、オンライン発行とした。 
J-STAGE URL: http://www.jstage.jst.go.jp/browse/mripapers 

 平成 20 年度は第 59 巻として計 1 冊を発刊し、次の論文を掲載した。 
 

第 59 巻 
・H. Matsueda, T. Machida, Y. Sawa, Y. Nakagawa, K.Hirotani, H. Ikeda, N. Kondo and K. Goto: 

Evaluation of atmospheric CO2 measurements from new flask air sampling of JAL airliner 
observations 

・Hiromasa Yoshimura and Seiji Yukimoto: Development of a Simple Coupler (Scup) for Earth 
System Modeling 

・Hisayuki Y. Inoue, Yuusuke Fukazawa, Hiroshi Tanimoto, Hidekazu Matsueda, Yousuke Sawa 
and Akira Wada: Atmospheric CO2 and O3 observed on Rishiri Island from December 2006 to 
March 2007 

・山本哲也, 高木朗充, 福井敬一, 大和田毅: 安達太良山の火山活動の総合的観測と推定される熱水

活動 
・山崎明, 青木重樹, 吉田康宏, 小林昭夫, 勝間田明男, 阿部正雄, 森脇健, 大河原斉揚, 長田芳一, 
松岡秀俊, 吉田知央, 関谷博, 新納孝壽, 平松秀行: 海底地震計を用いた 2004 年紀伊半島南東沖

の地震の余震観測 
・高山寛美: 沖合と沿岸の津波の最大波高の統計的関係 
・Naoko Kitabatake: Extratropical Transition of Typhoon Tokage (0423)and Associated Heavy 

Rainfall on the Left Side of Its Track over Western Japan 
  

気象研究所技術報告（Technical Reports of the Meteorological Research 

Institute） 

 研究を行うなかで開発された実験方法や観測手法などの技術的内容や研究の結

果として得られた資料などを著作物としてまとめることを目的とした刊行物

(ISSN 0386-4049)。主な配布先は、国立国会図書館、国内の研究機関・大学、気

象官署などで、気象研究所ホームページ（http://www.mri-jma.go.jp/）でも閲覧
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